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 ２ 場   所 教育委員室 

 

 ３ 出 席 委 員      ５名 
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出 席 １ 三 好 雅 章 

出 席 ２ 菅 田 章 代 

出 席 ３ 金   仁 洙 

出 席 ４ 横 藤 田  晋 

出 席 ５ 小 丸 輝 子 

 

 ４ 会議に出席した事務局職員 

 

 

 ５ 会議の書記 

教育総務課総務政策担当次長 西 岡 雅 之 

教育総務課職員 中 村 千 咲 

 

 

管理部長 藤 井 紀 子 

管理部参与 佐 藤 元 彦 

学校教育部長 井 上 博 貴 

教育総務課長 久 保 正 敬 

施設課長 小 森 満 生 

学校再編推進室長 來 山 浩一郎 

学校再編推進室主幹 井 上 誠 之 

学事課長 亀 山 貴 治 

学びづくり課長 本 宮 政 尚 

学校保健課長 原   明 信 

福山中・高等学校事務長 前 田   満 
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 【開会時刻 午後２時００分】 

三好教育長 それでは，ただいまから，２０２２年度（令和４年度）第２回福山市教

育委員会会議を開会いたします。 

 

 本日の議案ですが，議第１０号及び議第１１号は議会提出案件のため，

議第１２号から議第１５号までは人事案件のため，協議事項は意思形成過

程の案件のため，福山市教育委員会会議規則第１３条第１項の規定により

秘密会として審議し，審議の順番は公開する案件の後としたいと考えま

す。 

また，議第１４号及び１５号は教職員の人事案件のため，最後に関係者

のみで行いたいと考えますが，御異議はございませんか。 

 

全教育委員 （異議なし） 

三好教育長 御異議なしということで，これらの案件は秘密会とし，その他の案件は

公開といたします。 

 では，まず初めに，日程第１ 教育委員会会議録の承認についてです。 

２０２２年４月２２日開催の第１回の教育委員会会議録について，何か

ございますか。 

 

全教育委員 （異議なし） 

三好教育長 御異議ないようですので，教育委員会会議録を承認することとし，会議

終了後，委員の皆さまの署名をお願いいたします。 

 次に，日程第２ 教育長の報告についてです。 

資料の１ページをお願いします。 

研修・出張・会議・学校訪問等を今月も行っています。 

２４日，昨日ですが，常石ともに学園，想青学園，至誠中学校，熊野小

学校を訪問しました。 

想青学園を訪問した時，体育大会が終わった直後でした。入学以来，初

めて１年生から９年生までが集まって，現在の後期課程，いわゆる中学校

のグラウンドで開催されました。教頭，校長に会ったときは，感動で涙の

跡がまだ乾いていないような状況でした。初めて全員が集まって，できる

のだろうかという不安を抱えていたとのことでしたが，やはり６年生や中

学生が本当に頑張っていた，十分な練習ができていたわけではない中で，

自分たちでしっかり時間を持って考えて，中学生が小学生をリードして成

功させたということで，その感動がまだ冷めやらない中での訪問でした。 

そうした形で，それぞれの学校について，年度が変わって新たにスター

トしています。色んな難しさや個別の事案の対応等はありますが，新たに

定めた目標に向かって，それぞれスタートしているという一端を見せてい

ただきました。 

今日も先ほど，広瀬学園と山野小・中学校に行ってまいりました。 

山野については，非常に伸び伸びと，子どもたちのペースを大事にして

いました。小学校と中学校の教室配置も隣り合わせになっていますから，

日常的に交流を行いながら，伸び伸びと学んでいました。山野小・中学校

へは，ちょうど昼食時間に伺いまして，それぞれ感染対策を行いながら，

黙食しながらの給食時間を見せていただきました。 

以上です。 

 続いて，事務局からの報告をお願いします。 

 



- 2 - 

小森施設課長 ２ページを御覧ください。 

１ 学校整備について，御説明いたします。 

整備内容は，校舎の増改築，改築及び新築工事であり，番号１ 西小学

校から，番号３ （仮称）千年小中一貫教育校までの３件であります。 

内訳は，増改築工事が１校，改築工事が１校，新築工事が１校です。 

完成予定日は，資料記載のとおりです。 

なお，番号２の福山市立常金丸小学校校舎改築工事は，移転改築にあた

り，地域からの要望を踏まえ，交流館と複合化した施設整備とするもので

す。 

常金丸小の工事が完了しましたら，市立小中学校の耐震化が全て完了し

ます。 

なお，番号３ （仮称）千年小中一貫教育校は，一昨年度（令和２年

度）及び昨年度（令和３年度）からの継続工事であります。 

工事箇所を示した見取り図につきましては，３ページから５ページに綴

っております。 

以上です。 

 

亀山学事課長 続いて，６ページを御覧ください。 

２ 福山市立学校児童数及び生徒数について，御説明いたします。 

（１）小学校です。 

表は，左から，通常学級・特別支援学級の児童数・生徒数，通常学級・

特別支援学級の学級数となっており，合計を太線で囲んでいます。 

７ページ表の下，総計を御覧ください。 

児童数は，通常学級が２万２１０１人，特別支援学級が１８９５人の，

合計２万３９９６人です。 

学級数は，通常学級が８０７学級，特別支援学級が３１２学級の，合計

１１１９学級です。 

（２）中学校です。 

８ページ表の下，総計を御覧ください。 

生徒数は，通常学級が１万４６１人，特別支援学級が５０５人の，合計

１万９６６人です。 

学級数は，通常学級が３０６学級，特別支援学級が９５学級の，合計４

０１学級です。 

続いて，９ページを御覧ください。 

（３）義務教育学校です。 

表のとおり，鞆の浦学園の児童生徒数が，合計２１４人，学級数が１６

学級です。想青学園の児童生徒数が，合計５８９人，学級数が２７学級で

す。 

（４）高等学校です。 

生徒数は表のとおりで，合計５８９人，学級数は，各学年６学級の，合

計１８学級です。 

参考として，小・中・義務教育学校の児童生徒数，学級数の総数及び昨

年度からの増減を示しています。 

小学校及び義務教育学校（前期課程）の児童数は，合計２万４４８２人

で，学級数は１１４５学級です。昨年度からの児童数の増減は，通常学級

で４４４人の減，特別支援学級で１３０人の増，合計で３１４人の減，学

級数の増減は，通常学級で１１学級の減，特別支援学級で１４学級の増，

合計で３学級の増となっています。 

中学校及び義務教育学校（後期課程）の生徒数は，合計１万１２８３人

で，学級数は，４１８学級です。昨年度からの生徒数の増減は，通常学級

で１９５人の減，特別支援学級で４０人の増，合計で１５５人の減，学級
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数の増減は，通常学級で１１学級の減，特別支援学級で増減なし，合計で

１１学級の減となっています。 

以上です。 

 

本宮学びづく

り課長 

続きまして，３ 福山１００ＮＥＮ教育７th year の取組について，御

説明いたします。 

資料 １０ページを御覧ください。 

本年度のテーマは，昨年度から引き続き，「リアル＆デジタル『学びが

面白い！』の深化」です。 

１人１台端末を最大限活用しながら，「福山１００ＮＥＮ教育」の４つ

の柱に基づき，「学びが面白い！」という内発的動機付けに基づく「子ど

も主体の学び」全教室展開を目指しています。 

４つの柱とは，「主体的・対話的で深い学びの推進」「多様な学びの場の

充実」「学びをつくる教職員研修の充実」「教職員が元気・笑顔で勤務でき

る環境の充実」です。 

（２）現状についてです。 

これまで，子ども一人一人の能力や学ぶ過程が異なることを前提に，一

斉・画一を求めてきた従来の学校の価値観・体制を問い直しながら，「子

ども主体の学びづくり」に取り組んできました。 

各学校では，子どもは「どう学ぶか」という視点を持ち，教職員は「何

をどう教えるか」を考えながら授業を中心とした教育活動を進めていま

す。 

一方で，自己肯定感や学習意欲などの非認知能力が，数値に現れる教科

学力などにつながっていない状況があります。 

（３）今年度の取組 ア 取組方針は，「『質』を求め『実』を追求す

る」です。 

現状を踏まえ，これまでの取組の中で，改めて，子どもたちが学習意欲

や知的好奇心を発揮できているか『質』を問い直し，子どもの一人一人の

非認知能力や学力の向上『実』を追求します。 

そのために，重点的な取組を起点に「学び」を探究するパイロット校を

募集・指定し，その研究・実践の過程を全市立学校に発信することで，４

本の柱に基づいた取組を深化させます。 

イ 主な取組を，パイロット校と関連付けながら説明します。 

（ア）主体的・対話的で深い学びの推進では，①探究的な学習カリキュ

ラムの編成・実施，②学習端末を活用した学びの深化，③就学前との学び

をつなぐ小１カリキュラムの編成・実施，④障がいの特性に応じた授業改

善，⑤学力調査等の分析に基づく授業実践及び学校経営に取り組みます。 

１１ページ パイロット校一覧を御覧ください。 

主体的・対話的で深い学びの推進では，パイロット校として，「学びを

深めるファシリテーション実践研究校」，「効果的なＩＣＴ活用実践研究

校」，「幼保小学びの接続カリキュラム開発校」，「アセスメントに基づく指

導支援実践研究校」，「分析データを活用した授業改善実践校」を指定し，

取組を深化していきます。 

（イ）多様な学びの場の充実についてです。 

多様な学びの場の充実に向けては，①学校，教室以外の学びの場の充

実，②学校図書館利活用の促進，③オンライン，オンデマンド授業の充実 

に取り組みます。 

学校図書館利活用の促進では，パイロット校として「学習センター機能

を発揮する学校図書館モデル校」を指定し，取組を全市立学校に発信しま

す。 

（ウ）学びをつくる教職員研修の充実では，①遊びや体験を通した学び
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を繋ぐ研修，②アセスメントや支援の在り方の理解と実践，③教職員のＩ

ＣＴスキル向上に取り組みます。 

（エ）教職員が元気・笑顔で勤務できる環境の充実では，①教職員が本

来担うべき業務に専念できる環境整備，②部活動指導に係る教員の負担軽

減，③学校における組織マネジメントの確立に取り組みます。 

また，本年度より，鞆の浦学園，想青学園においてコミュニティスクー

ルを導入しております。２校をパイロット校「地域とともにある学校づく

り推進校」として指定し，学校・家庭・地域が連携・協働して教育活動を

推進し，児童生徒の成長を支援する体制の構築に取り組みます。 

以上です。 

 

原学校保健課

長 

１２ページをお願いします。 

４ 通学路の安全対策について，御説明いたします。 

（１）要旨についてです。 

本市は，２０１４年（平成２６年）７月に「福山市通学路交通安全プロ

グラム」を策定し，これに基づき，通学路の交通安全の確保に向け，２年

１サイクルで取り組んでおります。 

今年度は，５回目となる合同点検を行うとともに，一昨年度の合同点検

と昨年度，千葉県八街市の事故を受けて実施した緊急合同点検に基づく対

策を実施いたします。 

次に，（２）これまでの経過についてです。 

２０２０年度（令和２年度）からの合同点検に係る経過を一覧でお示し

しています。 

次に，（３）対策の実施状況についてです。 

本年，３月末現在の状況をお示ししております。 

ア 危険箇所抽出学校数につきましては，７１小学校，イ 点検箇所数

につきましては，４９４箇所とウの前回繰越分に対策不要箇所などを差し

引きしたものが，エ 対策必要箇所数５７６箇所となっております。策必

要箇所の内訳については，対策案策定済が５３９箇所，対策案調整中が３

７箇所となっています。 

オ 対策着手済の箇所数につきましては，４８３箇所，着手率は８３．

９％，カ 対策実施済の箇所数３５８箇所，実施率は６２．２％となって

います。 

キ エの対策必要箇所数に係る対策件数は，延べ７１７件，ク 対策実

施済み件数は４６２件，実施率は６４．４％です。 

１３ページをお願いいたします。 

ケ 対策実施済み件数の内訳についてです。 

（ア）道路管理者につきましては，ドライバーへの注意喚起（交差点等

のカラー舗装等）や，その他として柵の設置などを行い，国，県，市，合

せて２４８件，（イ）警察につきましては，横断歩道の修復，規制標示

（一時停止等）の修復などを行い，合計１３５件となります。 

（ウ）学校・地域につきましては，見守りボランティアの対応や，その

他として地域住民による注意喚起などを行い，合計７９件の対策をそれぞ

れ実施しました。 

なお，対策の未実施箇所につきましては，引き続き関係機関と連携し，

早期着手・実施を図ってまいります。 

１４ページをお願いいたします。 

（４）対策効果の把握についてです。 

昨年１２月末現在の対策実施済の箇所についてでありますが，各学校に

自治会連合会，保護者などと連携してもらいながらアンケート調査を実施

しました。 
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箇所数２９５箇所のうち，効果ありが２６４箇所８９．５％，効果なし

と回答したものが３１箇所，１０．５％となりました。 

効果なしと回答があった箇所は，主として，路面標示などのハード対策

を始め，見守り指導の強化といったソフト対策を行ったにもかかわらず，

車の通行状況に変化がなかった箇所であります。 

この結果を踏まえまして，今年度実施する合同点検におきましても，効

果が上がるよう，関係者と連携し，対策案の検討を進めてまいります。 

次に，（５）今年度の取組についてです。 

スケジュールの予定をお示ししています。 

今年度より，中学校の通学路についても危険箇所の抽出対象とし，登下

校中に自転車による事故のあった交差点など対策が必要な箇所等を重点的

に抽出することとしております。８月から９月かけて合同点検を実施し，

来年２月の福山市通学路安全推進会議に向け，対策案の検討・調整・決定

を行ってまいります。 

次に，イ 対策の実施方針として，交通安全指導等のソフト対策は，抽

出の段階で速やかに実施することとし，ハード対策は，地域関係者との連

携のもと，対策案に基づき道路管理者，警察等の機関ごとに計画的に実施

します。 

最後に，参考として，昨年度実施した緊急合同点検の結果をお示しして

おります。 

対策必要箇所数は，３１８箇所であり，対策案調整中の箇所の調整も行

いながら，今年度，対策に取り組んでまいります。 

今後も，児童生徒が安全に通学できるよう，関係機関，団体及び地域関

係者と緊密な連携をとり，通学路の安全確保に努めてまいります。 

以上でございます。どうぞよろしくお願いします。 

 

前田福山中・

高事務長 

１５ページをお願いいたします。 

５ 福山中・高等学校 教育方針について，御説明いたします。 

今年度，第三次福山市教育振興基本計画，高等学校の新学習指導要領の

スタートに合わせ，福山中・高等学校第Ⅴ期ビジョンを策定しました。 

（１）の趣旨についてです。 

福山中・高等学校では，中高一貫校となってからこれまで「共感・知

性・意志」を校訓に，「ｉ.ｄｒｅａｍ 夢をみつけ はぐくみ かなえ

る」をキャッチフレーズとして，６年間の継続した取組により国際社会で

活躍する人，地域社会をリードする人の育成に取り組んできました。 

「第Ⅴ期ビジョン」では，「探究活動」「グローカル教育」「キャリア教

育」「部活動」の４つの柱で，「知（確かな学力）」「徳（豊かな心）」「体

（健やかな体）を育み，教育環境の充実を図りながら，生徒一人一人の進

路の実現をめざします。 

（２）の取組期間は，２０２２年度（令和４年度）から２０２６年度

（令和８年度）までの５年間です。 

（３）第Ⅴ期ビジョンの具体については１６ページを御覧ください。 

１の「教育理念」では，本校教育のあるべき姿を，２の「教育目標」で

は，本校の求める生徒像を掲げています。 

また，３の「育成する２１世紀型“スキル＆倫理観”」では，本校で育

み身につけていく力を，４の「めざす生徒像」では中高一貫の６年間で育

成する生徒の姿をより具体化しています。 

５の「特色ある教育活動」につきましては，後ほど説明いたします。 

６の「環境整備」では，生徒の夢の実現を支えるための教育環境を整え

ます。校舎の改修，部活動環境の整備，また遠方から本校へ入学する生徒

のために新たに寄宿舎の整備を行います。 
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１７ページを御覧ください。 

ここでは本校が中高６年間で行う「特色ある教育活動」を「探究活動」

「グローカル教育」「キャリア教育」「部活動」の４本の柱別に掲げ，中学

校で身につけた力を，高校でさらに発展させ一人一人の夢の実現につなげ

ていく取組を具体化しています。 

福山中・高は，２０１８年にユネスコスクールに加盟し，翌年ＥＳＤ大

賞（文部科学大臣賞）を受賞しており，これまで取り組んできたＥＳＤを

通したＳＤＧｓの達成をベースに，中高一貫の６年間のつながりのある教

育によって進路を実現してまいります。 

以上です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

三好教育長 報告事項について，何か御意見，御質問はありませんか。 

 

横藤田委員 通学路の安全対策についてなんですが，最近，道路等にポールが立つな

ど，色々な対策をされているのを拝見します。そういう道路側の環境整備

と併せて，例えば，自転車で通学する子どもたち側の自転車そのものの整

備というか，ブレーキの効きや，タイヤの空気圧なんかの対策というもの

はされていますか。 

 

原学校保健課

長 

子どもたちが自転車に乗るときの正しい乗り方，整備の仕方等について

の御質問かと思います。小学校におきましては，交通安全教室などを行

い，その中で正しい自転車の乗り方とか，整備の仕方まで踏み込んでいる

かどうか把握していませんが，そういったことを小学３年生に指導してい

ます。 

 

三好教育長 整備ということについては，しているかどうか把握できていませんか。

何か個別の事例でもありませんか。もしくは，事故とかの報告で，自転車

の整備が不十分で起きたというような事例はありますか。 

 

本宮学びづく

り課長 

市内の全ての学校というわけではありませんが，子ども会が中心となっ

て，夏休みなどに，チェック表をもとに，自転車の点検を親子で行ってい

るという事例を聞いています。 

 

横藤田委員 よく，坂道を飛ばして下りていく子どもたちを見て，心配になります。

実際に私の知り合いでも，けがをした子もいると聞いたことがあります

し，もう少しブレーキの効きをチェックしておけばという場合もあると思

いますので，せめて自転車通学の子だけでも，例えば年に１回自転車業者

に協力してもらって，「タイヤがだいぶん擦れてきているよ」とか，「ブレ

ーキ締めとくね」とか，そういったところで，子どもだけでなく保護者の

意識も変わるんじゃないかなと思いました。 

また，乗る側も，平気で二列で並んで走っているようなところも見ます

ので，乗る側のマインドと，自転車，ツールに関して両面で協力いただけ

ればと思います。 

 

小丸委員 通学路の安全対策についてなんですが，通学路には見守りボランティア

の方が付いていてくださっていて安全なんですが，日常的に，横断歩道の

渡り方などの交通安全指導，教育というのはされているんでしょうか。 

 

本宮学びづく

り課長 

日々の学校教育の中での交通安全に関わる指導については，先ほど学校

保健課長も申しましたとおり，小学校３年生で交通安全教室を実施してい

ます。また，各教科の学習，例えば保健体育の中では，危険な箇所につい
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て確認する内容を学習したり，登校班では，登下校の際の危険箇所を地域

別児童会などで確認したり，日々の中で気を付けるポイントやより良い行

動について考えています。 

 

小丸委員 地域によって交通量とか状況も違うと思うので，地域に応じて取り組ま

れたらいいと思いました。 

 

金委員 最初の自転車通学に関してなんですが，中学生の何パーセントが自転車

に乗っているのか，データはわかりませんが，いずれにしても，前々から

言っていますように，ヘルメット，自転車に乗っている子たちの事故件数

がどうなっているのか知りたいです。事故がないのであればいいんです

が，頭部の外傷がなければそれはそれでいいんでしょうが，データ的に

は，ヘルメットがあった方がいいというのは明らかなんです。だから，中

学校の自転車通学の際に義務付けるかどうかという検討はされた方がいい

と思います。 

 

原学校保健課

長 

ヘルメットの義務付けについてですが，昨年度の状況で把握しています

のが，中学校では，ほとんどの生徒が自転車通学しているという実態があ

り，ほとんどの学校で義務付けを行っています。 

小学校については，登下校は徒歩ということなんですが，小学校３年生

ぐらいから乗り始める子もいますので，交通安全教室を行っていますし，

小学校においても，ヘルメット義務付けを行う学校も出てきていると聞い

ています。 

警察の方からも，ヘルメットをかぶることが命を守ることにもつながる

と聞いていますので，学校の方にはお願いをしているような状況もありま

す。中学校においては，学校の全体集会などを通して，ヘルメットの正し

い付け方の指導をしたり，校内放送で啓発をしたりしていると聞いていま

す。 

 

金委員 年間事故件数の把握はされていますか。 

 

原学校保健課

長 

事故につきましても把握しています。 

中学校では，例年４０件程度起きており，昨年度につきましては，４６

件，その内，徒歩によるものが１件で，残り４５件が自転車によるもので

す。 

小学校につきましても，昨年度１７件発生しています。 

 

菅田委員 私も以前言ったことがあるかもしれないんですが，子どもが小学生のと

きに，ヘルメットをかぶった方がいいだろうということで，学校でヘルメ

ットを買うことを推奨して，ＰＴＡとかを通して買ったことがあるんで

す。ただ，やっぱり自己負担ということになると，なかなか広がらずに，

みんながヘルメットを使うという状況を徹底しにくいという雰囲気でし

た。 

今，少し思ったのが，防災についてもヘルメットをかぶった方がいいと

いう考え方がありますよね。防災ヘルメットについても，町内会費を使っ

て，一軒に１つはヘルメットを配ったというようなことがあったんです

が，防災と交通のヘルメットが同じものなのかというのはあるかもしれま

せんが，ヘルメットというからには，自転車で使うヘルメットを代わりに

かぶって，防災に全く意味がないということはないと思うので，一緒に使

えるような形で進めていけば，今よりは広まっていくんじゃないかなと思

いました。今，ヘルメットってかなり安いものも売ってますが，実際に効
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果のあるものとなると，負担も大きいと思うので，色んな角度から使って

もらえるように考えていけたらと思いました。 

 

金委員 昔，自動車もシートベルトの着用義務が無かったころは，年間１万７千

人ぐらいの交通事故死亡者があって，でも昨年なんかは３千人を切ってた

んじゃないですかね。シートベルトと飲酒運転禁止の厳格化などの効果だ

と思うんですが，全体的に見ても考えていった方がいいと思いますね。防

災と絡めるというのは一つの面白い案だなと感じました。 

 

横藤田委員 私たちが子どもの頃もそうだったと思うんですが，子どもからしたら，

ヘルメットってなるべくかぶりたくないものですよね。なぜかというとか

っこ悪いから。かっこいいものだったらもう少しかぶるんじゃないかと思

うんです。 

最近，おしゃれなものも出てきていますので，ああいうのも認めてあげ

たら着用率が上がるんじゃないかなと思います。小学生が工事でかぶるよ

うなヘルメットだったらそりゃ嫌ですよね。なので，そういった工夫もさ

れたらいいんじゃないかと思いました。 

 

小丸委員 シートベルトも今は着用率１００％になっているので，ヘルメットもそ

ういった工夫をされたらいいと思います。 

 

金委員 １００ＮＥＮ教育の取組のところで意見があります。 

先週，フィンランドがＮＡＴＯに加盟したいというモーニングショーか

何かで見たんですが，フィンランドがどういう国かという特集をしていた

んです。そこで，教育が優れているということで，メディアリテラシー教

育というのが紹介されていました。その場ではメディアリテラシーという

言葉は使っていなかったんですが，インターネットを小学校の段階で，ア

クセスの方法は当然，情報の取り方や，真偽をどのように見分けるかとい

う教育をやっていて，びっくりしました。我々がやっているＩＣＴ教育は

まだそこまでいっていなくて，ただ教材を電子黒板に映し出してそれを使

っているというレベルにとどまっていると思うんです。 

メディアリテラシーインデックスという指標があって，これもフィンラ

ンドが一番多くて，１００点が最高とすれば７６点ぐらいだったんです。

調査対象がヨーロッパだけに限られていましたけど，ドイツなんかは６２

ぐらいで，イタリアが５０ぐらい，フランスとイギリスはドイツの間ぐら

いで，段々下がっていって，バルカン半島の方なんかは１０とか２０とか

でしたね。日本などのアジアはそれには載っていませんでしたが，ＩＣＴ

教育をやる中で，テレビを見ていて大事なことだと感じました。我々がど

れだけフェイクニュースに騙されているかというと，大人でもよくありま

すよね。そこに向けた積極的な関わり方というところは，今後考えていっ

た方がいいんじゃないかと思います。これはもちろん，福山中高の方針に

も入れ込んで，言葉としてはデジタル・シティズンシップとか，情報リテ

ラシーとかは図の中には出ていますが，それを分かりやすくみんなに理解

してもらわないといけない。その辺りの研修をして意識を高めていく必要

があります。 

スマホなんかも，禁止するのではなく，正しい使い方，真偽の見極め方

というのをお互いがそれぞれ調べて教育効果として現れるというのも何か

で見ました。この取組の中にそこまで踏み込んだ書き方はしていません。

今後内容を詰めていく中で，ぜひとも取り入れてやっていかれたらいいと

思いました。 
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本宮学びづく

り課長 

仰るとおり，これからＩＣＴを活用しながら，子どもたちにどのような

力を付けていくのか，その中で，子どもたちがメディアとどのように付き

合っていくのか，情報の真偽をどう見極めるかなど，そういった点も，子

どもたちに必要な力だと考えています。目の前の子どもたちが，端末をと

おして，ＩＣＴをとおして，どのような状態にあるのか，その周りにいる

教員も，どのようなところに困っているのかを見ながら研修を行うなど，

取組を進めていきたいと思います。 

 

金委員 よろしくお願いします。 

 

三好教育長 他に，いかがですか。 

 

全教育委員 （なし） 

 

三好教育長 それでは，次に，日程第３ 議第７号 ２０２３年度（令和５年度）に

使用する福山市立小学校，中学校及び義務教育学校用教科用図書の採択方

針についてを議題とします。 

説明をお願いします。 

 

本宮学びづく

り課長 

１８ページをお開きください。 

議第７号 ２０２３年度（令和５年度）に使用する福山市立小学校，中

学校及び義務教育学校用教科用図書の採択方針についてです。 

１９ページを御覧ください。 

１ 採択方針です。 

２行目の後半 教育基本法，学校教育法，学習指導要領及び広島県教育

委員会の採択基本方針に則り，本市の児童生徒に最も適切な教科用図書を

採択します。 

また，学校教育法附則第９条第１項の規定による教科用図書について

は，児童生徒の障害の状態及び発達段階に適合したものを採択します。 

２ 採択する教科用図書についてです。 

（１）小学校用教科用図書は，全ての教科用図書について，２０２２年

度（令和４年度）と同一の教科用図書を使用します。 

（２）中学校用教科用図書は，全ての教科用図書について，２０２２年

度（令和４年度）と同一の教科用図書を使用します。 

（３）小中学校等の特別支援学級で使用する教科用図書は，学校教育法

附則第９条第１項の規定による教科用図書を毎年度，採択します。 

４ 採択の観点についてです。 

採択に当たっては，次に示した観点に基づき，広島県教育委員会が作成

する選定資料を活用して十分な調査研究を行い，最も適切なものを採択し

ます。 

学校教育法附則第９条第１項の規定による教科用図書については，ア 

内容の特徴・程度，イ 内容の構成・配列・分量，ウ 内容の表現・表

記，エ 印刷・製本の状態を観点とします。 

５ 採択手順についてです。 

２１ページ，資料１を御覧ください。 

特別支援学級で使用する教科用図書の採択手順です。 

以上です。 

 

三好教育長 御意見，御質問はありませんか。 

 

全教育委員 （なし） 
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三好教育長 ないようですので，お諮りします。 

議第７号は，原案どおり可決してよろしいでしょうか。 

 

全教育委員 （異議なし） 

 

三好教育長 御異議ないようですので，議第７号は原案どおり可決しました。 

 それでは，次に，日程第４ 議第８号 ２０２３年度（令和５年度）に

使用する福山市立福山中学校及び福山市立福山高等学校用教科用図書の採

択方針についてを議題とします。 

説明をお願いします。 

 

本宮学びづく

り課長 

２３ページを御覧ください。 

議第８号 ２０２３年度（令和５年度）に使用する福山市立福山中学校

及び福山市立福山高等学校用教科用図書の採択方針についてです。 

２４ページを御覧ください。 

１ 採択方針です。 

２行目の後半 教育基本法，学校教育法，学習指導要領及び広島県教育

委員会の採択基本方針に則り，福山中学校及び福山高等学校の生徒に最も

適切な教科用図書を採択します。 

２ 採択する教科用図書についてです。 

（１）福山中学校用教科用図書です。原則，２０２２年度（令和４年

度）と同一の教科用図書を使用します。 

（２）福山高等学校用教科用図書です。全ての教科用図書について，毎

年度，採択します。 

４ 採択の観点についてです。 

採択に当たっては，文部科学省の示す一般的指導事項及び福山中高等学

校の教育課程に照らして検討し，最も適切なものを採択します。 

なお，福山中学校用教科用図書の採択に当たっては，（１）基礎・基本

の定着，（２）主体的に学習に取り組む工夫，（３）内容の構成・配列・分

量，（４）内容の表現・表記，（５）言語活動の充実 の観点に基づいて調

査研究を行います。 

５ 採択手順についてです。 

２６ページ，資料を御覧ください。 

手順や教科書選定会議，調査員の事務内容を記載しております。 

以上です。 

 

三好教育長 御意見，御質問はありませんか。 

 

横藤田委員 ２４ページの福山中学校用教科用図書（１）に「原則」とありますが，

先ほどの福山市立中学校では「全ての教科用図書について」とありますよ

ね。後は文言一緒ですが，この「原則」という文言には何か特別な意味合

いがありますか。 

 

本宮学びづく

り課長 

「原則」の文言については，把握していませんので，確認して回答しま

す。 

 

菅田委員 福山中学校は，生徒の進度とか希望によって変わる可能性があるから

「原則」と付いているのかと理解していましたが，そういうわけではない

ということですか。 
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本宮学びづく

り課長 

申し訳ありません。すぐに確認してお答えします。 

 

 

横藤田委員 福山市立中学校の教科書と，福山中学校の教科書を全く同じものを使う

という決まりはないんですよね。今偶然一緒になっているだけで，我々が

市立中学校用として採択した教科書をそのまま福山中学校で使うというわ

けではないんですよね。 

 

井上学校教育

部長 

今，説明させていただきましたように，採択方針は，市立の中学校と福

山中学校は別々になっていますので，必ずしも同じ教科書を採択するわけ

ではありません。別の方針に基づいて選定して，採択します。その中で，

先ほど課長も申しました「原則」については，すみませんが，お時間をい

ただいて回答します。 

 

横藤田委員 私がこの教育委員になったときすぐに教科書採択に関わらせてもらった

んですが，こちらの福山中・高等学校の方は「選定会議」という言葉がで

てきますよね。ただ，市立中学校の方は出てきませんよね。研究・調査さ

れた先生方のコメントは選定会議で出て，それを聞いて決めるということ

になりましたけど，市立中学校の方もこういった「選定会議」を作られた

らどうかなと思いました。原則論になるかもしれませんが，私たちはそん

なに日頃教科書を一生懸命読んでいるわけでもないし，教科書を使って授

業をしている先生でもないので，そういう人間が最終的な権限を持ってい

るというのは，どこの市町村も一緒かもしれませんが，それでいいのかな

という疑問を抱いていて，先生たちの意見を重視した方がいいのかなとい

う思いは持っていて，そういう中で，この「選定会議」というのが福山

中・高等学校にあるなら，全体の方にもあったらいいのかなと感じたので

すが，どうでしょうか。規則とかそういったものがあるのであれば仕方あ

りませんが。 

 

井上学校教育

部長 

今いただいた御意見につきましても，改めてどういった形で中学校の教

科書を選定していくか，教育委員会の中でも協議し，学校とも話し合い，

この場で御説明したいと思います。 

 

三好教育長 先ほどの「原則」の文言が残っていると，可決できないので，後にさせ

てもらいましょうか。さっき言われた「選定会議」のこととか，どうして

そういう整理をしているのかというところも，もう一回説明できるよう

に，どうしてそういう設計にしてあるかということですよね。 

 

横藤田委員 そうですね。福山中・高等学校の場合は，ある程度学校側が「これで行

きたい」というのが出てきますよね。我々はどちらかというと承認するよ

うな形で。でも，市立中学校の場合は，最初からどれがいいというのは無

くて，こちらに選定の重きを置かれている。そういう選定のステップの違

いがありますよね。 

 

三好教育長 たくさんの学校で色んな状況がある中で，何を選ぶかというところです

よね。制度の趣旨等をきちんと説明させていただいた方がいいと思いま

す。 

 

菅田委員 記憶が正しければ，中学校の英語の教科書は，以前，市立中学校と福山

中学校とで違うものだったと思います。 

だから，福山中学校は選抜試験を経て入ってきているので，生徒の進度
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状況が違うから，という意味で市立中学校と違う教科書を使っているんだ

と思っていました。今はたまたま一緒ですが。 

 

三好教育長 今すぐ答えられないようなので，原案どおり可決ということになりませ

ん。すぐに調べてもらえますか。確認したら後で回答します。 

 

横藤田委員 ついでに聞いてもいいですか。２８ページなんですが，第８条の２項

で，「前項に規定する調査研究のうち、福山中学校で使用する教科用図

書」とありますよね。他の文言は全て中・高となっていますが，ここは中

学校だけが正しいんでしょうか。 

 

本宮学びづく

り課長 

併せて確認し，後で回答させてください。 

 

 

三好教育長 それでは，議第８号については，確認して回答することとします。 

 それでは，次に，日程第５ 議第９号 ２０２３年度（令和５年度）福

山市立福山中学校及び福山市立福山高等学校入学者選抜の基本方針及び入

学者選抜日程についてを議題とします。 

説明をお願いします。 

 

前田福山中・

高事務長 

２９ページを御覧ください。 

議第９号 ２０２３年度（令和５年度）福山市立福山中学校及び福山市

立福山高等学校の入学者選抜の基本方針及び選抜日程について，御説明い

たします。 

３０ページを御覧ください。 

福山中学校についてです。 

選抜の方法，合格者の決定につきましては，適性検査の検査１，検査

２，志望理由書，調査書により総合的に判断します。 

３の日程を御覧ください。 

適性検査は，昨年度と同時期の１月２１日（土）であります。 

続いて，福山高等学校です。 

今年度実施する入学者選抜から選抜の方法及び合格者の決定について変

更があります。 

３１ページを御覧ください。 

１ 一次選抜についてです。 

（１）選抜の方法の ア学力検査については，自校作成問題による学力

検査で，実施教科は，国語・数学及び外国語（英語）の３教科で行いま

す。 

イ 調査書については，学習の記録の評定を，第１学年及び第２学年

は，国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術・家庭及び外

国語については，それぞれの指導要録に従って５段階で評定するのに対

し，第３学年は５段階で評定した評点を３倍します。 

ウ 自己表現については，２０２３年度（令和５年度）入学者選抜で新

たに追加されました。自己表現カードを活用し，自己を認識する力，自分

の人生を選択する力及び表現する力を見るため個人ごとに１０分以内の面

談形式で行います。 

３２ページを御覧ください。 

（２）合格者の決定についてです。一次選抜は，一般枠による選抜のみ

とし，学力検査，調査書及び自己表現の配点の比重を６：２：２として，

その結果を総合的に判断し決定いたします。 

２ 二次選抜についてです。 
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一次選抜の結果，合格者の数が入学定員に満たない場合，二次選抜を行

います。調査書，自己表現のほか学校独自検査（小論文）の結果を選抜の

資料に加え総合的に判断し，合格者を決定します。 

４ 日程を御覧ください。 

学力検査・自己表現は，広島県公立高等学校と同一日の２月２７日

（月）から３月１日（水）までで行います。 

説明については以上です。よろしくお願いいたします。 

 

三好教育長 御意見，御質問はありませんか。 

 

菅田委員 今回から，選抜の方法が変わりますが，福山高等学校は，求める生徒像

についてというところでは，昨年度，迫田監督が来られることになって，

変わった面，変わらない面について，御説明いただきたいです。 

選抜の取り方に左右されるところがあるのかどうか知りたいです。 

 

前田福山中・

校事務長 

高等学校の入学者選抜につきましては，一般枠ということで，特色枠は

設けず，これまで通り，数学，国語，外国語の試験を行います。ですの

で，自己表現という項目は入りますが，求める生徒像という部分では，こ

れまでと変わっていません。 

 

井上学校教育

部長 

今回の福山中・高等学校のビジョンのところでも，一つの柱として，部

活動という点を設定しました。部活動では，これから県・国などへの大会

の出場も目指していきながら，練習の過程で，一緒にやり切るというチャ

レンジ精神や粘り強さ，そういったものを育んでいこうと考えています。

そういった意味で高等学校の野球部を強化部活動として指定して，練習を

行っているところです。 

今回の入試につきましては，先ほど事務長が説明したように，全て一般

枠での入試となりますが，「中学校時代に部活動をしっかりと頑張ってき

た」とか，「部活動でこういった力を身につけた」「高校でこういったこと

を目指したい」というのは，この自己表現の中で，しっかりとアピールし

ていくということになります。 

 

菅田委員 今までよりもさらに，文武両道が成り立つよう目指していくということ

で，試験内容については，今までと考え方については大きく変更はないと

理解していいですか。 

自己表現で加味されるということだけがフォーカスされるわけではない

ですよね。 

 

井上学校教育

部長 

県全体での公立高等学校の入試の変革に応じて，福山高等学校も変えて

いくことになります。今回の野球部に関しての特色枠というのは考えてい

ません。 

 

金委員 要するに，今までは学力検査と調査書だけで入試が行われていて，学力

検査と調査書の比重が１：１だった。今回の変革で，学力検査を６とし

て，新たに自己表現を加えて，つまり調査書と自己表現を合わせて４にな

ったということですね。 

つまり，学力検査の方が重きになったということになりますか。今回，

福山高等学校において特色枠は採用しないと。あくまで一般枠による選抜

だけを行うと。市内の他の高等学校では，特色枠をやる高校もあるかと思

いますが，福山高校については一般枠だけということですね。 

中３の成績が３倍になるんで，１，２年生で遊んでいても３年生で取り
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返せば何とか挽回できるようになっているみたいですが，県が設けた特色

枠はあえて設けず，一般枠だけにした理由というのを簡単に教えていただ

きたいです。 

 

井上学校教育

部長 

このたびの特色枠と一般枠に関して，特色枠というのは，その高等学校

の特色を出していくというのが大きな特徴となります。それぞれの学校

で，目立つところで学力調査の点数の配分を変えたり，調査書と学力調査

の配分を変えたり，そういったところで特色枠を作っている学校もありま

す。 

そういった中で，福山高等学校につきましては，これまでの入試におい

ても，しっかりと３年間の進路の実現というところについて，これまでも

結果を出してきたところがあります。そういった意味で，今回，国語，数

学，英語の３教科をこれまで通り行っていこうと考えたところです。 

 

三好教育長 県が入試制度を変えるということで，中３を３倍にして，自己表現を追

加したということ，そのことと，福山高校の特色枠を作らないということ

は，県の入試制度改革を踏まえて，福山高校としては，こう考えていると

いう話を，県の趣旨を踏まえ，県がどうしてこういう改革をしたのかとい

うことを踏まえる中で，もう少し説明できますか。 

 

井上学校教育

部長 

１月の教育委員会会議においてパンフレットで御説明しましたが，今回

の高等学校の入試制度の新しいポイントとしては，まず，子どもたちが主

体的に志望校を選択できるということがあります。それは先ほどの特色枠

で，各学校が自校で目指すビジョンを明確に出しながら，それに応じた入

試の仕方を考えていく，そしてそれをホームページに出していくことで，

子どもが自分自身でそれを見て志望校を選択していけるということです。 

２点目に，調査書の簡素化があります。調査書に記載する内容を簡素化

し，調査書の作成に係る期間を短縮しました。 

 

三好教育長 その調査書の簡素化について，何を削減し，何を簡素化したのかも説明

してください。 

 

井上学校教育

部長 

これまでは，中学校での行動の記録や出席状況も内申に含まれていまし

たが，それが学習の記録のみになりました。簡素化につきましては，子ど

もたちが学びの場を選択して学べているということも子どもたちの力にな

っていること，それから，行動の記録については，自己表現において，自

分自身でしっかりと「こういったことを努力してきた」「めざしてきた」

というのを伝えられるようになるというのを目指していくということで，

学力のみとなっています。 

そうした県全体の高等学校の入試改革に福山高等学校も沿っています。

こうした中で，特色枠を設けず，数学，国語，英語の３教科の一般枠で行

うにあたり，この間の福山高等学校の取組による成果を踏まえ，これまで

と同じように評価をしていくよう判断しました。 

 

三好教育長 他に，いかがですか。 

 

全教育委員 （なし） 

 

三好教育長 ないようですので，お諮りします。 

議第９号は，原案どおり可決してよろしいでしょうか。 
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全教育委員 （異議なし） 

 

三好教育長 御異議ないようですので，議第９号は原案どおり可決しました。 

 それでは，これより秘密会とします。 

傍聴人は退席してください。 

 

 （傍聴人 退席） 

 

三好教育長 先ほど中断していた，日程第４ 議第８号 ２０２３年度（令和５年

度）に使用する福山市立福山中学校及び福山市立福山高等学校用教科用図

書の採択方針について，学びづくり課長から，委員の質問に対する回答を

お願いします。 

 

本宮学びづく

り課長 

先ほど，議第８号について御質問いただいた件についてお答えします。 

まず，資料２４ページの２（１）に「原則」という文言が記載されてい

る件について，御説明します。 

この「原則」は，昨年度の採択方針の記載が残っていたもので，今回こ

の「原則」という記載は削除させていただきたいと思います。 

理由としては，昨年，中学校の歴史の教科書について，すでにその前年

度に採択していた山川出版社と，新たに，一度文科省の検定を不合格にな

ったものの，その後合格した自由社の歴史の教科書を提示して，再度どち

らを採択するかということで，採択方針を作成していました。 

歴史の教科書については，再度どちらを採択するかを判断することにな

るため，必ずしも前年度採択したものと同一の教科書を使用することにな

らない可能性があったことから，昨年度の採択方針には「原則」という文

言を付けていました。今回については，こういった事情等はありませんの

で，市立の小・中・義務教育学校の採択方針と同様，「２０２２年度（令

和４年度）と同一の教科用図書を使用する」という文言に修正させていた

だきたいと思います。申し訳ありませんでした。 

続きまして，市内の小中学校においても，教科書選定会議の設置はでき

ないかという御質問についてです。 

教科書採択の方法については，義務教育諸学校の教科用図書の無償措置

に関する法律において定められており，まず，都道府県の教育委員会が

「教科用図書採択地区」という地区を設定します。福山市の場合，市単独

での採択地区となっており，福山市を一つの単位として，福山市立の小中

学校に通う子どもたちは，同じ教科書を使うこととなっています。その教

科書を選ぶ際，教育委員会が，「教科書選定委員会」を組織します。本来

であれば，全ての学校の教員にそれぞれ意見をもらうことが理想ですが，

莫大な量になるため，教員や教育委員会事務局の指導主事の中から，選定

委員会の委員を選出し，その委員が各会社の教科用図書を調査し，その結

果をまとめたものを教育委員会へ答申して，調査結果のポイント等を会議

の場で説明させていただいています。そして，最終的に教育委員会会議で

採択をしていただくことになります。 

こうした前提がまずあって，この法律の第１３条第３項に規定されてい

るんですが，高等学校の教育と一貫した教育を行う中学校，いわゆる中高

一貫教育を行う学校については，この採択地区の学校の原則によらず，そ

の学校ごとに，独自に教科書採択を行うものとなっています。よって，中

高一貫校の場合，その校内で「教科書選定会議」を設置し，校内の教員が

委員となり，どの教科書がふさわしいか調査を行っています。 

このように，法律において，制度として定められています。 

最後に，２８ページ，上から２行目の第８条第２項の「福山中学校」と
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いう文言に「高等学校」は含まれないのかという御質問についてです。 

福山中学校においては，市立の中学校と同様に，全ての文科省検定済み

の教科書，全教科書発行者分を調査します。しかし，高等学校において

は，教科書の種類が，かなりありますので，３者若しくは２者程度に絞っ

た上で，校内で調査・研究の方を行ってまいります。そのため，ここの文

言としては，全ての教科書について調査を行うということで「福山中学

校」のみが記載されていることになります。 

 

横藤田委員 よく理解できました。ありがとうございます。 

ただ，一つお願いしたいのが，教科書の選定委員会が選定して我々に報

告いただくときに，一つの例ですが，例えば日本史でいうと，あるＡ社，

Ｂ社，Ｃ社とあって，Ａ社は鎌倉幕府について書いていて，Ｂ社は室町幕

府について書いていて，Ｃ社は江戸幕府について書いてあるというような

説明を，前回の教科書採択のときにされていたんです。ただ，私はこれを

聞いても全然参考にならなくてですね，どうせ比べるなら，同じ項目を比

較していただかないと判断しにくいです。今後調査をされるときには，同

じ単元の同じ項目について比較していただきたいと思います。 

 

本宮学びづく

り課長 

御意見ありがとうございます。来年度，小学校の教科用図書採択が予定

されています。いただいた意見を参考に調査を行ってまいります。 

また，教科書展示会というものを行って，市民の皆さまや，保護者の

方，それから，委員に選出されていない他の教員からも，広く意見を集め

ています。そのアンケートも参考にしながら，採択手続を進めてまいりま

す。 

 

三好教育長 他に，何かありますか。 

 

全教育委員 （なし） 

 

三好教育長 ないようですので，お諮りします。 

議第８号は，２４ページの２（１）「原則」を削除した上で，可決して

よろしいでしょうか。 

 

全教育委員 （異議なし） 

 

三好教育長 御異議ないようですので，議第８号は可決しました。 

 予定しておりました議案は全て審議いたしましたが，他に何か，ありま

すでしょうか。 

 

全教育委員 （なし） 

 

三好教育長 ないようですので，本日の教育委員会会議はこれで終わります。 

 

 【閉会時刻 午後４時２０分】 

 

 


